
向日市公共施設あり方検討会議の公開に関する要綱  

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、向日市審議会等の会議の公開に関する指針（以下「指針」とい

う。）に基づき、向日市公共施設あり方検討会議（以下「会議」という。）の公開

に関し、必要な事項を定めるものとする。 
（会議の公開） 

第２条 会議は、原則として公開するものとする。ただし、指針の３に規定する事項

について審議するときは、会議の全部又は一部を公開しないことがある。 
（公開の方法等） 

第３条 会議の公開は、会議の長が傍聴を希望する者に許可することにより行う。 
２ 会議の長は、会議を公正かつ円滑に運営するため、会場の秩序の維持に努めるも

のとする。 
（会議を傍聴でき る者） 

第４条 公開した会議は、傍聴要領に定めるところにより傍聴を許可しない者を除き、

何人も傍聴することができる。 
（傍聴の定員） 

第５条 傍聴の定員は、１０人とする。ただし、会場の都合によりこれを増減するこ

とができる。 
（傍聴要領） 

第６条 傍聴の手続その他傍聴に関し必要な事項は、傍聴要領で定める。 
（会議の開催の公表） 

第７条 会議の開催は、事前に公表する。ただし、緊急に会議を開催する必要が生じ

た場合において、事前に公表する暇がないと認めるときは、この限りでない。 
２ 前項の公表は、広報紙、ホームページへの掲載又は庁舎内の掲示その他適当な方

法により行うものとする。 
３ 第１項の公表は、主に次に掲げる事項について、行うものとする。 

(1)  会議の名称 
(2) 会議の議題 
(3)  会議の開催日時及び場所 
(4)  傍聴に関する事項 
(5)  問い合わせ先 
(6)  その他必要な事項 
（資料の閲覧等） 

第８条 会議の資料については、原則として閲覧に供するものとする。 
（会議録の作成等） 

第９条 会議録は、発言者の発言内容ごとの要点記録により、速やかに作成する。 
２ 公開した会議の会議録の写しは、閲覧等に供するものとする。 
３ 検討の概要等を作成したときは、ホームページ等を活用し、公表に努めるものと

する。 

（案） 
資料１ 



 

（事務局） 

第１０条 会議の公開に関する事務は、ふるさと創生推進部及び都市整備部において

行うものとする。 
（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、会議の公開に関し必要な事項は、会議の長

が定める。 
 
 

附 則 

 この告示は、令和８年１１月９日から施行する。 



 

向日市公共施設あり方検討会議傍聴要領 

 

１ 趣旨 

  この要領は、向日市公共施設あり方検討会議（以下「会議」という。）の傍聴に関し、

必要な事項を定める。 

 

２ 傍聴の手続 

（１）傍聴の希望者は、会議の開催時刻の１０分前までに、傍聴希望者受付票に氏名及び

住所を記入しなければならない。 

（２）傍聴の希望者が、定員を超える場合は、受付をした者の中から抽選により決定する

ものとし、定員を超えない場合は、開催時刻まで先着順で傍聴を認めるものとする。 

（３）前号の規定により許可を受けた者には、向日市公共施設あり方検討会議傍聴許可証

を交付するものとする。 

 

３ 傍聴を許可しない者 

  次の各号のいずれかに該当する者は、会議の傍聴を許可しない。 

（１）凶器等の他人に危害を与えるおそれのある物を携帯している者 

（２）旗、のぼり、プラカ－ド等の示威行為のための物を携帯している者 

（３）酒気を帯びていると認められる者 

（４）その他会議を妨害し、他人に迷惑を及ぼすおそれがあると認められる者 

 

４ 傍聴者の守るべき事項 

（１）会議開催中は、静粛に傍聴することとし、拍手その他の方法により公然と可否を表 

  明しないこと。 

（２）騒ぎ立てる等して、議事を妨害しないこと。 

（３）会場において、飲食又は喫煙をしないこと。 

（４）他の傍聴者の迷惑になるような行為をしないこと。 

（５）会場において、写真撮影、録画、録音等を行わないこと。ただし、会議の許可を得

た場合は、この限りでない。 

（６）傍聴者は、係員の指示に従うこと。 

（７）会議中において非公開の決定がなされたときは、直ちに退場すること。 

（８）その他会場の秩序を乱し、会議の支障となる行為をしないこと。 

 

５ 違反者に対する措置 

  傍聴者が会議を傍聴するに当たり、この要領に違反したときは、会議の長は注意し、

なお、これに従わないときは、退場を命じることができるものとする。 

 

６ その他                                                               

   この要領に定めるもののほか、会議の傍聴に関し必要な事項は、会議の長が定める。 

 

   附 則 

この要領は、令和８年１１月９日から実施する。 

（案） 
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              向日市公共施設あり方検討会議傍聴希望者受付票 

 

令和 年 月 日開催 
 

受付番号      住      所   氏     名   結  果 
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向日市公共施設あり方検討会議を傍聴される方へ 

 

１ 傍聴される方は静かに席につき、次の事項を守ってください。 

（１）会議開催中は、静粛に傍聴することとし、拍手その他の方法により公然と可否を表

明しないこと。 

（２）騒ぎ立てる等して、議事を妨害しないこと。 

（３）会場において、飲食又は喫煙をしないこと。 

（４）他の傍聴者の迷惑になるような行為をしないこと。 

（５）会場において、写真撮影、録画、録音等を行わないこと。ただし、会議の許可を得

た場合は、この限りでない。 

（６）傍聴者は、係員の指示に従うこと。 

（７）会議中において非公開の決定がなされたときは、直ちに退場すること。 

（８）その他会場の秩序を乱し、会議の支障となる行為をしないこと。 

 

２ 傍聴者が会議を傍聴するに当たり、上記の事項を守っていただけないときは、会議の

長は注意し、なお、これに従わないときは、退場とする場合がありますのでご注意くだ

さい。 

 

３ 次に該当する方は、傍聴できません。 

（１）凶器等の他人に危害を与えるおそれのある物を携帯している者 

（２）旗、のぼり、プラカ－ド等の示威行為のための物を携帯している者 

（３）酒気を帯びていると認められる者 

（４）その他会議を妨害し、他人に迷惑を及ぼすおそれがあると認められる者 
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本市における公共施設の現状について

１．公共施設の整備状況

２．市の財政状況

３．市の人口推計

５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（１）寺戸公民館
（２）市民温水プール
（３）老人福祉センター
（４）第２向陽小学校

４．現状のまとめ
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１．公共施設の整備状況

※向日市公共施設等総合管理計画から抜粋

◆公共建築物の用途別保有数量（基準日：令和３年３月） ◆用途別公共建築物の延床面積割合

・本市の公共施設の中では、学校教育施設の割合が59.3％と最も大きい（延床面積割合）。
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１．公共施設の整備状況

※向日市公共施設等総合管理計画から抜粋

◆築年数別整備状況（基準日：令和３年３月）

築30年以上 8.1万㎡（75%）

築40年以上 6.2万㎡（58%）

築50年以上 2.4万㎡（22%）

・旧耐震基準で建てられた施設は、
全体の58％。（耐震改修済）

・全体の22％は、建設から50年以上
経過している。

※割合は総延床面積に占める割合
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２．市の財政状況
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令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

歳入 歳出 経常収支比率

（億円）

◆過去５か年の歳入と歳出の比較

・過去５年間の歳入歳出の差引額は、
各年度とも16億円以上。
令和７年度では20.9億円となった。

・一方で、経常収支比率は、
令和７年度は93.3％となっており、
財政が硬直化している状況にある。

経常収支比率

毎年経常的に入る収入に対して、

毎年経常的に支払う支出の占める割合。

この割合が高いということは、

施設の建替などの投資的経費に充当できる

財源が少ないことを示す。
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２．市の財政状況

◆歳入の推移

42.2%

44.9%
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（億円）

250.6
251.9

262.1

286.3

253.4 自主財源
市税等の自治体が自主的に収入できる財源

106.9億円 → 123.6億円（＋15.6％）

令和3年度→令和７年度の変化

依存財源
地方交付税や国・府支出金など、国や府の決定により
交付される財源

146.5億円 → 162.7億円（＋11.1％）

・自主財源、依存財源ともに増加傾向。

・国・府支出金は使途が限定されているため、
自由に使える財源は限られている。

・自主財源比率は、年度間の変動が大きいが、
過去５年平均で45.1％。
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２．市の財政状況

◆歳出の推移

0.0
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令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

義務的経費 投資的経費 維持補修費 その他

（億円）

236.0 231.7 234.0
245.5

265.4 義務的経費
人件費や扶助費、地方債償還金など、自治体が
任意に削減できない固定的な経費

127.4億円 → 140.1億円（＋10.0％）

令和3年度→令和７年度の変化

投資的経費
道路の整備や施設の建設など、社会資本の整備に
要する経費

12.0億円 → 31.3億円（＋160.8％）

・義務的経費は増加傾向にあるが、概ね
歳出全体の50％程度で推移。

・投資的経費は令和３年度と比較すると
大きく増加しているが、年度間の変動が
大きい。
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３．市の人口推計

◆向日市人口将来推計（2050年まで）

総人口

人数：56,859人 → 50,187人（－11.7％）

2020年→2050年の人口推移

老年人口（65歳以上）

人数：15,457人 → 18,290人（＋18.3％）
割合： 27.2％ → 36.4％

生産年齢人口（15～64歳）

人数：33,482人 → 25,287人（－24.5％）
割合： 58.9％ → 50.4％

年少人口（0～14歳）

人数： 7,920人 → 6,610人（－16.5％）
割合： 13.9％ → 13.2％

・総人口は、緩やかに減少傾向。
・他が全て減少傾向の中、老年人口は増加。2050年には3人に1人以上が65歳以上になる見込み。

7,936 7,961 7,429 7,920 7,604 7,344 7,006 6,960 6,866 6,610

37,733
34,484

31,553
33,482 32,500 31,927 30,535

28,101 26,427 25,287
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14,398

15,457
15,511 16,039

16,703
17,875

18,268
18,290

55,041 54,328 53,380

56,859 55,615 55,310 54,244 52,936
51,561

50,18755,041 54,328 53,380

56,859 55,615 54,918 53,804
52,473

51,070
49,646

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

将来推計

0歳～14歳 15歳～64歳 65歳以上 総数 社人研準拠総数

実績値 推計値

(人)

参考：第3次ふるさと向日市創生計画人口推計、国立社会保障・人口問題研究所推計
※内訳の合計が総数と異なるのは年齢不詳者の数による。

（年）
（10月1日）
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３．市の人口推計

参考 人口ピラミッド（国立社会保障・人口問題研究所推計準拠）

総人口：56,859人 総人口：49,646人

老年人口（65歳以上）：15,457人（27.18％）
生産年齢人口（15歳～64歳）：33,482人（58.89％）
年少人口（0歳～14歳）：7,920人（13.93％）

老年人口（65歳以上）：17,966人（36.19％）
生産年齢人口（15歳～64歳）：25,179人（50.72％）
年少人口（0歳～14歳）：6,501人（13.09％）

0 1,000 2,000

01,0002,000
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10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳～

人口ピラミッド

男性 女性
2020年

0 1,000 2,000

01,0002,000

0～4歳
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10～14歳

15～19歳
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25～29歳

30～34歳
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45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳～

人口ピラミッド

男性 女性
2050年

・生産年齢人口の山がなくなり、上部の老年人口の割合が増加していくと見込まれる。
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４．現状のまとめ

・築30年以上の施設が全体の75％を占め、今後10～20年で建替等の対策

が必要になる。

・経常収支比率は高い水準で推移しており、施設の建替等の投資的経費に

充当できる財源は限られている。

・人口は今後減少する見込み。生産年齢人口・年少人口が減少する一方で、

65歳以上の老年人口が増加し、高齢化が進行する。

施設の老朽化に対応していくためには、限られた財源等の状況を踏まえて

様々な視点で施設のあり方を検討していかなければならない。
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（１）寺戸公民館

寺戸公民館
(現行)

寺戸公民館
（新）
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（１）寺戸公民館
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（１）寺戸公民館

◆現行の寺戸公民館の状況

バリアフリー未整備による段差 壁面の損傷、経年劣化等
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（１）寺戸公民館

◆新寺戸公民館（建設中）

南

東 西

１階

（令和８年７月撮影）

（令和８年９月撮影）

（工事中外観） （工事中内部）

２階

現在の建設状況（令和８年10月13日撮影）
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（２）市民温水プール



（２）市民温水プール
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設



（２）市民温水プール
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

温水プール
建設予定地

健康増進
センター
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（３）老人福祉センター

◆琴の橋 ◆桜の径

第４向陽小学校

阪急西向日駅
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（３）老人福祉センター
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（３）老人福祉センター

◆利用状況（老人福祉センター桜の径）
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（３）老人福祉センター

◆施設老朽化の現状（老人福祉センター桜の径）
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（３）老人福祉センター

◆老人福祉センターのあり方に関する市民アンケート

老人福祉センターのあり方を検討するため、アンケート調査を実施した。

調査対象 向日市在住の18歳以上の市民5,000人（令和7年8月1日現在） 有効回答数2,220件
調査期間 令和7年9月10日(水)～令和7年9月30日(火)

（１）年齢

回答者の年齢は70歳代が19.9％で最も多い。
次いで60歳代が17.3％。80歳以上が16.8％。

（２）利用状況（60歳以上の方）

60歳以上の方で「現在利用している」が5.7％、
「現在利用していない」が93.7％。
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（３）老人福祉センター

◆老人福祉センターのあり方に関する市民アンケート

（３）今後の利用意向（60歳以上の方）

「今後、利用する」が32.1％、
「今後、利用しない」が65.7％となった。

（４）60歳以上になったときの施設の利用意向
（59歳以下の方）

「利用したい」が50.4％、
「利用しない」が48.1％となった。
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（３）老人福祉センター

◆老人福祉センターのあり方に関する市民アンケート

（５）施設の今後について

「施設を建て替える」が56.8％と最も多く、
「廃止する」が14.3％、
「大規模な改修を行う」が10.0％。

「桜の径と琴の橋を集約して、多世代が利用できる複合施設として
建て替える」が42.6％。

「桜の径を多世代が利用できる複合施設として建て替える」が23.5％。
「老朽化している桜の径を建て替える」が15.9％。

赤枠…多世代が利用できる複合施設として建て替える 計66.1％
青枠…桜の径と琴の橋を集約して１つに建て替える 計56.0％

施設を建て替えると回答した方の意見
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（４）第２向陽小学校
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（４）第２向陽小学校
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（４）第２向陽小学校

第２向陽小学校建替事業

体育館
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５．現在整備中・検討中の市内の公共施設

（４）第２向陽小学校

第２向陽小学校 南側道路拡幅工事

今後片側歩道から両側歩道に拡幅するため、樹木を伐採

整備前 ：片側歩道 幅約1.5～2ｍ
整備後（予定）：両側歩道 幅2.5ｍ



 


